
（
続
日
本
紀
）

と
あ
る
よ
う
に
、
寺
の
持
っ
て
い
る
多
く
の
田
・
野
を
「
占
有
す
る
こ
と

は
な
ら
ん
」
と
い
う
お
触
れ
を
出
し
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
は
百

だ
ん
お
つ

姓
の
田
地
を
争
っ
て
買
い
集
め
る
と
い
う
、
檀
越
の
横
奪
ぶ
り
が
伺
え

る
。
こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
小
田
富
士
雄
は
「
九
州
の
初
期
寺
院
跡
を
四

か
国
あ
げ
（
豊
前
・
筑
前
・
肥
前
・
肥
後
）、
官
寺
、
準
官
寺
的
性
格
を
持

つ
寺
院
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
一
郡
一
箇
寺
的
な
分
布
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
檀
越
と
な
っ
て
建
立
し
た
氏
寺
的
性
格
を
持
つ
寺
院
で
あ
る
」
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
寺
領
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
寺
院
建
築
へ
の
影
響
が

大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
八
世
紀
代
に
な
っ
て

の
寺
院
は
仏
教
思
想
が
薄
れ
始
め
、
そ
の
役
割
は
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

三

豊
前
地
方
の
古
代
寺
院

寺
院
各
説

こ
こ
で
記
す
寺
院
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
存
在
し
た
豊
前
地
方
の
寺
院
跡
で
あ
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
そ
の
大
部
分
は
七
世
紀
代
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
朝
鮮

半
島
系
の
渡
来
人
に
関
わ
る
寺
院
と
、
畿
内
文
化
を
導
入
し
た
寺
院
等
が

見
ら
れ
、
双
方
が
融
合
し
て
特
異
な
文
化
圏
を
形
成
し
て
い
る
の
が
豊
前

地
方
の
特
徴
と
言
え
る
。
記
述
す
る
主
な
寺
院
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。一

、
天
台
寺
跡

二
、
椿
市
廃
寺
跡

三
、
木
山
廃
寺
跡

八
、

小
倉
池
廃
寺
跡

四
、
上
坂
廃
寺
跡

九
、

弥
勒
寺
跡

五
、
垂
水
廃
寺
跡

十
、

法
鏡
寺
跡

六
、
相
原
廃
寺
跡

十
一
、
虚
空
蔵
寺
跡

七
、
塔
の
熊
廃
寺
跡

ま
た
、
豊
前
国
分
寺
跡
、
菩
提
廃
寺
跡
は
後
述
す
る
。

一
、
天
台
寺
跡
（
上
伊
田
廃
寺
）

本
跡
は
、
田
川
市
大
字
伊
田
六
七
五
の
一
に
所
在
す
る
。
寺
跡
は
、
彦

山
川
と
金
辺
川
の
支
流
で
あ
る
御
祓
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
四
〇
か
ら
五
〇

㍍
の
台
地
上
に
位
置
す
る
。

天
台
寺
跡
は
、
太
平
洋
戦
争
前
ま
で
塔
・
金
堂
・
講
堂
の
基
壇
と
と
も

に
礎
石
等
が
残
っ
て
い
た
が
、
戦
時
中
（
昭
和
十
八
年
）
に
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
滑
空
練
習
場
の
た
め
、
礎
石
は
地
中
に
埋
め
ら
れ
、
寺
地
は
戦
後
畑
と

し
て
利
用
さ
れ
た
。

既
往
の
調
査
は
昭
和
五
年
、
山
本
通
に
よ
り
礎
石
等
の
配
置
図
が
発
表

さ
れ
、
法
起
寺
式
の
伽
藍
配
置
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。
翌
年
に

は
、
同
氏
に
よ
っ
て
天
台
寺
瓦
窯
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和

三
十
五
年
二
号
瓦
窯
跡
が
九
州
大
学
、
県
、
市
等
で
発
掘
調
査
さ
れ
、
有

階
有
段
登
窯
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
格
的
調
査
は
昭
和
六

十
か
ら
六
十
三
年
に
実
施
さ
れ
、
伽
藍
配
置
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
金
堂
・
講
堂
、
塔
、
回
廊
等
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
金
堂
跡
で
は
礎
石
二
七
個
を
検
出
し
、
東
西
幅
五
〇
尺
、
南
北
幅
四
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廻廊 

塔 

金堂 

講堂 

五
尺
の
四
面
廂
の
建
物
基
壇
が
復
元
可
能
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
講
堂
は

礎
石
一
五
個
を
検
出
し
た
が
、
全
て
移
動
し
て
お
り
、
基
壇
確
認
は
掘
り

込
み
事
業
か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る
。
鏡
山
猛
は
、
残
存
す
る
礎
石
か
ら
二

間
×
六
間
で
、
柱
間
寸
法
一
二
尺
の
建
物
を
復
元
し
て
い
る
が
、
そ
の
位

置
は
定
か
で
な
く
、
建
物
範
囲
東
西
九
二
尺
、
南
北
五
八
尺
を
推
定
す
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
塔
は
心
礎
と
礎
石
八
個
を
検
出
し
、
現
位
置
は

保
っ
て
い
な
か
っ
た
。
結
果
で
は
、
鏡
山
猛
が
計
測
し
た
金
堂
と
の
心
々

距
離
一
〇
一
尺
と
符
合
し
、
三
間
×
三
間
で
柱
間
寸
法
中
央
間
が
六
・
五

尺
、
脇
間
六
尺
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
塔
跡
は
回
廊
跡
と
重
複
関

係
に
あ
り
、
塔
跡
が
後
出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
塔

は
創
建
期
に
は
存
在
せ
ず
、
回
廊
が
廃
絶
し
た
後
か
ら
建
立
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
回
廊
跡
は
東
・
西
・
南
・
北
回
廊
に
お
い
て
、
掘

立
柱
の
二
本
柱
列
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
回
廊
心
々
距
離
は
東
西
で
一
八

二
尺
、
南
北
で
二
二
一
尺
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
創
建
期
に
お
け
る
天
台
寺
の
伽
藍
配
置
は
、
金
堂

と
講
堂
が
中
軸
線
を
ほ
ぼ
真
北
に
と
り
、
中
門
か
ら
掘
立
柱
の
回
廊
が
巡

り
講
堂
に
接
続
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
塔
は
あ
る
時
期

に
、
回
廊
が
廃
絶
さ
れ
た
後
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

主
な
出
土
遺
物
は
須
恵
器
、
土
師
器
の
ほ
か
、
多
量
の
瓦
類
と
風
招
、

九
輪
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
瓦
は
従
来
か
ら
新
羅
系
、
百
済
系
、
高
句

麗
系
が
知
ら
れ
、
流
麗
な
複
弁
八
弁
蓮
華
文
軒
丸
瓦
と
宝
相
華
文
軒
平
瓦

の
組
み
合
わ
せ
が
創
建
期
の
瓦
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
調
査
の
結
果
か

ら
単
弁
八
弁
軒
丸
瓦
の
出
土
率
が
高
い
こ
と
を
理
由
に
、
創
建
期
瓦
の
見

直
し
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
軒
丸
瓦
は
五
型
式
一
〇
八
点
、
軒
平
瓦
は
三

型
式
五
種
類
三
六
点
出
土
し
て
い
る
。
時
期
的
に
は
い
ず
れ
も
七
世
紀
後

半
代
で
、
塔
跡
の
出
土
瓦
か
ら
、
寺
院
造
営
後
間
も
な
い
時
期
に
塔
は
建

て
ら
れ
、
創
建
期
の
軒
瓦
が
葺
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

天
台
寺
瓦
窯
跡
は
田
川
市
鎮
西
町
伊
田
に
所
在
す
る
。
窯
跡
は
天
台
寺 図３―６ 天台寺跡遺構配置図
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1 2 3

4

5

6

7

8

9

10

の
南
東
約
三
〇
〇
㍍
に
存
在
し
、
地
下
式
有
段
登
窯
で
あ
る
。
二
基
確
認

調
査
さ
れ
て
お
り
、
天
台
寺
へ
の
供
給
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

二
、
椿
市
廃
寺

本
跡
は
行
橋
市
大
字
福
丸
宇
上
長
町
に
所
在
す
る
。
寺
跡
は
、
京
都
平

野
の
北
西
部
に
あ
り
、
標
高
二
〇
〜
二
五
㍍
の
扇
状
地
上
に
位
置
す
る
。

現
在
は
天
台
宗
の
願
光
寺
が
存
在
し
、
そ
の
山
門
周
辺
に
は
塔
心
礎
や
礎

石
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

既
往
の
調
査
は
昭
和
三
十
一
年
に
小
田
富
士
雄
ら
に
よ
り
遺
跡
測
量
調

査
が
行
わ
れ
、
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

二
次
に
わ
た
り
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
三
年
継
続
調
査
と
、
平
成
四
年
度

以
降
に
、
圃
場
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
願
光
寺
に

つ
い
て
は
『
太
宰
管
内
志
』
舊
記
に

京
都
郡
黒
田
郷
福
丸
村
、
内
有
古
刹
號
叡
山
願
光
寺
僧
行
基
経
歴
諸
国
之
時
草
創
當

寺
云
今
時
所
安
置
之
薬
師
佛
乃
行
基
之
刻
當
寺
往
昔
有
七
堂
伽
藍
罹
天
正
之
兵
火
悉

為
灰
燼
其
礎
今
猶
在
田
間

と
記
さ
れ
て
お
り
、
早
い
時
代
か
ら
七
堂
伽
藍
を
呈
し
た
寺
院
の
存
在
が

注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

調
査
の
結
果
、
寺
域
は
一
町
半
四
方
と
推
定
さ
れ
、
塔
・
金
堂
・
講

堂
・
回
廊
等
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
各
建
物
が
一
直
線
に
並
ぶ
四
天
王
寺
式

伽
藍
配
置
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
な
か
で
も
講
堂
跡
が
比
較
的
保
存

が
良
く
、
基
壇
化
粧
は
玉
石
積
で
、
東
西
約
五
九
尺
、
南
北
約
八
六
尺
を

測
り
、
東
西
七
間
×
南
北
四
間
の
四
面
廂
建
物
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
金

図３―７ 天台寺跡出土軒先瓦
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堂
跡
は
明
確
な
基
壇
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
瓦
礫
敷
き
の
範
囲
な
ど

か
ら
東
西
五
五
尺
、
南
北
五
〇
尺
程
度
の
建
物
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
塔

跡
は
削
平
が
著
し
く
、
周
辺
部
に
溝
等
を
検
出
し
た
。
回
廊
跡
は
掘
立
柱

で
寸
法
等
に
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
が
一
辺
六
〇
�
程
度
の
掘
形
を
呈

し
、
講
堂
妻
部
中
央
に
取
り
付
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
椿
市
廃
寺
は
京
都
郡
内
の
最
有
力
郡
司
級
の
豪
族

寺
院
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
首
長
拠
点
は
大
型
古
墳
の
存
在
や

有
力
豪
族
（
郡
司
等
）
を
考
え
る
と
、
小
字
名
が
残
っ
て
い
る
勝
山
町
黒

田
周
辺
が
有
力
視
さ
れ
、
行
橋
の
方
へ
移
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と

の
見
解
も
あ
る
。

時
代
は
や
や
下
る
が
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
九
月
条
に
は
「
京
都
郡

大
領
外
従
七
位
上


田
勢
麻
呂
」
の
名
前
が
見
え
、（
正
し
く
は
「


田
勝

勢
麻
呂
」）
藤
原
広
嗣
の
乱
の
時
に
兵
五
百
騎
を
率
い
て
官
軍
に
帰
順
し

た
功
績
が
あ
る
。
勝
勢
麻
呂
の
「
勝
」
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
村
主
の
意

味
を
持
ち
渡
来
系
の
姓
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案

す
る
と
、
椿
市
廃
寺
の
創
立
者
は


田
勝
勢
麻
呂
の
二
、
三
代
前
の
人
物

と
の
見
方
も
出
て
き
て
い
る
。

主
な
出
土
遺
物
は
、
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
の
土
器
と
須
恵
器
・
土
師

そ
ぞ
う
ら
は
つ

は
く
ゆ
う
り
ょ
く
さ
い

器
、
更
に
塑
像
螺
髪
・
金
属
金
具
類
、
白
釉
緑
彩
陶
器
等
と
多
量
の
瓦

類
で
あ
る
。
瓦
は
、
朝
鮮
系
瓦
の
百
済
・
新
羅
・
高
句
麗
系
の
軒
先
瓦
が

出
土
し
て
い
る
と
共
に
、
平
城
京
出
土
軒
丸
瓦
、
六
二
八
四
型
式
と
同
笵

の
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
創
建
期
の
瓦
は
百
済
系
八
弁
単
弁
軒
丸
瓦
と

し

び

重
弧
文
軒
平
瓦
の
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
、
ほ
か
に
鴟
尾
数
点
が
出
土

し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
寺
院
の
存
続
年
代
を
七
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
ご
ろ

ま
で
に
と
ら
え
ら
れ
、
比
較
的
短
い
寺
院
の
存
続
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。三

、
木
山
廃
寺

本
跡
は
京
都
郡
犀
川
町
大
字
木
山
五
九
一
番
地
に
所
在
す
る
。
寺
院
跡

は
今
川
中
流
域
の
北
西
部
に
位
置
し
、
周
辺
に
は
古
墳
が
点
在
し
て
い

る
。

図３―８ 椿市廃寺跡伽藍配置復元図
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8

昭
和
九
年
、
当
地
域
の
土
地

改
修
事
業
の
際
に
多
量
の
瓦
と

塔
心
礎
が
発
見
さ
れ
て
以
来
寺

院
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
き

た
。
調
査
は
昭
和
四
十
九
年
に

ト
レ
ン
チ
に
よ
る
調
査
を
実
施

し
て
い
る
が
、
瓦
溜
ま
り
や
溝

等
を
検
出
し
た
ほ
か
主
な
遺
構

は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
他
に

集
落
北
東
部
に
塔
心
礎
を
半
裁

に
し
、
石
碑
に
転
用
し
た
も
の

が
残
っ
て
い
る
。
石
は
長
さ

一
・
八
㍍
、
幅
〇
・
九
㍍
、
厚

さ
〇
・
八
㍍
の
花
崗
岩
で
、
心

礎
径
は
約
五
五
�
が
復
元
さ
れ

て
い
る
。
心
礎
側
面
に
は
「
明

治
九
年
丙
子
四
月
」
と
刻
ま
れ

て
お
り
、
塔
心
礎
が
動
か
さ
れ

た
の
が
分
か
る
。

出
土
遺
物
は
、
土
師
器
・
円

面
硯
の
ほ
か
、
軒
丸
瓦
二
点
、

軒
平
瓦
三
点
と
多
量
の
丸
・
平

図３―９ 京都郡古代寺院軒先瓦
椿市廃寺跡（１～８）、上坂廃寺跡（９～１５）、木山廃寺跡（１６～１９）

第２章 仏教文化の盛衰

383



瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
軒
丸
瓦
は
百
済
系
の
も
の
で
、
単
弁
八
弁
で
重
孤

文
軒
平
瓦
と
の
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
組
は
、
複
弁

九
弁
軒
丸
瓦
と
偏
行
唐
草
文
軒
平
瓦
の
セ
ッ
ト
関
係
瓦
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、
寺
院
の
東
端
に
輪
蔵
心
礎
が
あ
る
。
経
巻
を
納
め
た
輪
蔵
の
中
軸
を

受
け
る
礎
石
で
あ
り
、
古
い
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
寺

院
の
時
期
は
出
土
瓦
等
か
ら
八
世
紀
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

生
産
瓦
窯
は
、
寺
院
か
ら
北
西
約
一
�
の
位
置
に
福
六
瓦
窯
跡
が
分

か
っ
て
い
る
。
地
番
は
京
都
郡
犀
川
町
木
山
で
あ
る
。
窯
の
構
造
は
不
明

だ
が
二
か
所
確
認
さ
れ
て
お
り
、
百
済
系
軒
丸
瓦
や
老
司
式
の
流
れ
を
く

む
軒
丸
・
軒
平
瓦
等
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

四
、
上
坂
廃
寺

京
都
郡
豊
津
町
大
字
上
坂
九
六
番
地
に
所
在
す
る
。
京
築
平
野
の
東
部

を
流
れ
る
祓
川
が
蛇
行
す
る
左
岸
沖
積
地
に
遺
跡
は
位
置
す
る
。

従
来
か
ら
塔
心
礎
が
確
認
さ
れ
、
付
近
か
ら
の
古
瓦
の
出
土
に
よ
り
寺

院
跡
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
五
十
八
年
、
県
営
圃
場
整
備
事

業
に
先
立
ち
、
寺
院
跡
の
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
塔
・
金
堂
・
講
堂
等

を
推
定
で
き
る
資
料
を
得
た
。
塔
跡
は
基
壇
こ
そ
発
見
で
き
な
か
っ
た

が
、
塔
心
礎
直
下
は
径
二
・
五
㍍
の
掘
り
込
み
事
業
を
行
い
、
版
築
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
金
堂
跡
で
は
、
瓦
溜
ま
り
溝
の
検
出
に
よ
り
、

版
築
状
況
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
外
幅
二
七
・
五
㍍
、
内
幅
一

七
・
五
㍍
の
区
画
を
確
認
し
、
塔
と
の
位
置
関
係
か
ら
金
堂
跡
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
講
堂
跡
は
、
地
元
民
の
話
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
塔
跡
心
礎

か
ら
北
側
に
二
七
・
五
㍍
離
れ
た
位
置
に
礎
石
を
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
建
物
相
互
の
位
置
関
係
を
想
定
す
る
と
、
観
世
音
寺
若
し
く
は
法

起
寺
式
の
伽
藍
配
置
が
推
定
さ
れ
る
。

出
土
遺
物
は
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
と
多
く
の
丸
・
平
瓦
で
あ
る
。
軒
丸
瓦

は
三
種
類
、
軒
平
瓦
は
四
種
あ
り
、
創
建
期
瓦
は
単
弁
八
弁
軒
丸
瓦
と
重

弧
文
軒
平
瓦
の
組
み
合
わ
せ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
寺
院
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
出
土
瓦
等
か
ら
七
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
前
半
ご
ろ
の
年
代
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

五
、
垂
水
廃
寺

垂
水
廃
寺
は
築
上
郡
新
吉
富
村
大
字
垂
水
字
寺
の
後
に
所
在
す
る
。
寺

院
は
中
津
平
野
の
北
西
部
に
あ
り
、
山
国
川
左
岸
の
段
丘
上
に
位
置
す

る
。
従
来
か
ら
百
済
系
・
新
羅
系
の
瓦
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

寺
院
の
存
在
が
注
視
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
四
十
八
〜
五
十
年
と
平
成
五
年
の
二

回
実
施
さ
れ
て
い
る
。
調
査
の
結
果
、
南
北
約
一
六
㍍
、
東
西
約
一
六
㍍

以
上
の
掘
り
込
み
事
業
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
柱
座
作
出
し
の
礎
石
と
建
物

西
側
か
ら
塑
像
残
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
て
、
基
壇
と
判

断
し
て
い
る
。
寺
域
と
し
た
根
拠
は
、
築
地
方
向
が
北
か
ら
三
四
度
一
一

分
東
に
振
れ
て
い
る
の
を
寺
院
の
基
準
と
し
、
条
里
遺
構
と
数
字
的
に
お

お
か
た
符
合
す
る
こ
と
か
ら
方
二
町
と
想
定
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
平
成
五
年
度
の
調
査
に
お
い
て
も
溝
等
の
検
出
か
ら
再
確
認
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
築
地
と
し
た
極
め
て
薄
い
黄
色
土
（
整
地
層
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1 2 

と
判
断
）
の
残
存
状
況
や
金
堂
跡
と
判
断
し
た
基
壇
範
囲
の
状
況
か
ら
、

こ
こ
に
再
び
検
討
を
要
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
起
し
て
お
く
。

出
土
遺
物
は
軒
先
瓦
、
丸
・
平
瓦
と
塑
像
残
片
で
あ
る
。
軒
先
瓦
は
、

百
済
系
瓦
と
言
わ
れ
る
単
弁
八
弁
軒
丸
瓦
と
重
弧
文
軒
平
瓦
の
セ
ッ
ト
関

係
瓦
と
、
新
羅
系
の
複
弁
八
弁
軒
丸
瓦
と
偏
行
唐
草
文
軒
平
瓦
の
組
み
合

わ
せ
が
出
土
し
て
い
る
。
単
弁
八
弁
軒
丸
瓦
は
豊
前
地
方
の
各
寺
院
で
発

見
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
相
関
関
係
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

出
土
瓦
等
か
ら
寺
院
の
創
建
は
七
世
紀
末
ご
ろ
が
与
え
ら
れ
る
。

生
産
瓦
窯
は
、
寺
院
か
ら
約
二
・
五
�
ほ
ど
の
南
西
丘
陵
上
に
友
枝
瓦

窯
跡
、
山
田
窯
跡
、
照
日
窯
跡
、
桑
野
原
瓦
窯
跡
等
が
分
か
っ
て
い
る
。

友
枝
瓦
窯
跡
は
、
築
上
郡
大
平
村
大

字
西
友
枝
字
瓦
ウ
ド
に
位
置
す
る
。
大

正
二
年
に
発
見
さ
れ
、
同
十
一
年
に
国

指
定
史
蹟
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

窯
は
地
下
式
有
階
有
段
登
窯
で
、
焼
成

部
長
さ
六
・
一
五
㍍
、
最
大
幅
一
・
九

四
㍍
、
一
七
段
を
確
認
調
査
さ
れ
て
い

る
。山

田
窯
跡
は
、
築
上
郡
新
吉
富
村
大

字
安
曇
字
照
日
に
位
置
し
、
友
枝
瓦
窯

の
北
方
に
あ
る
瓦
陶
兼
業
窯
で
あ
る
。

窯
跡
は
計
三
基
発
見
さ
れ
、
半
地
下
式

登
窯
で
、
焼
成
部
の
み
残
存
し
て
お
り
長
さ
六
・
四
㍍
で
あ
る
。

照
日
窯
跡
は
、
築
上
郡
新
吉
富
村
大
字
安
曇
字
照
日
に
位
置
し
、
山
田

窯
跡
の
西
側
に
あ
る
。
計
四
基
確
認
さ
れ
、
う
ち
一
基
が
瓦
陶
兼
業
用
で

あ
る
。
平
瓦
三
枚
が
出
土
し
、
時
期
は
須
恵
器
か
ら
七
世
紀
第
５
四
半
期

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

桑
野
原
窯
跡
は
、
築
上
郡
新
吉
富
村
大
字
宇
野
字
桑
野
に
位
置
す
る
。

垂
水
廃
寺
か
ら
南
へ
約
一
・
二
�
の
所
に
あ
り
、
瓦
陶
兼
業
用
で
あ
る
。

他
の
窯
生
産
と
異
な
り
縄
目
瓦
を
主
と
し
て
生
産
し
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。

六
、
相
原
廃
寺

大
分
県
中
津
市
大
字
相
原
に
所
在
す
る
。
寺
院
跡
は
一
級
河
川
山
国
川

の
右
岸
段
丘
に
あ
っ
て
、
寺
院
北
側
の
貴
船
神
社
境
内
に
は
十
数
個
の
礎

石
が
残
り
、
石
垣
等
に
転
用
さ
れ
、
東
側
の
瑞
福
寺
に
は
塔
心
礎
が
保
存

さ
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
昭
和
六
十
三
年
か
ら
数
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
寺
域
・

主
要
・
建
物
等
確
認
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
乱
石
積
基
壇

建
物
一
棟
及
び
瓦
溜
ま
り
や
、
溝
等
の
検
出
に
よ
っ
て
建
物
一
棟
の
存
在

を
想
定
さ
せ
る
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
乱
石
積
基
壇
建
物
は
周
囲
が

宅
地
で
、
全
貌
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
悔
し
さ
が
あ
る
が
、
基
壇
は
版
築

の
痕
跡
が
明
瞭
に
残
っ
て
い
る
。
二
棟
の
建
物
の
規
模
・
配
置
等
は
定
か

で
な
い
。

た
だ
、
昭
和
二
十
九
年
に
賀
川
光
夫
ら
が
こ
の
付
近
一
帯
を
測
量
・
踏

図３―１０ 垂水廃寺跡出土軒丸瓦１
塔の熊廃寺跡出土軒丸瓦２
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査
し
た
結
果
、
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
想
定
し
て
い
る
。

出
土
瓦
は
、
百
済
系
の
単
弁
八
弁
軒
丸
瓦
と
重
弧
文
軒
平
瓦
の
組
み
合

わ
せ
が
創
建
寺
の
瓦
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
他
に
二
種
類
の
軒
丸
瓦
が
出

土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
瓦
か
ら
寺
院
の
時
期
を
七
世
紀
後
半
ご
ろ
に
推

定
で
き
る
。

生
産
瓦
窯
は
、
寺
院
跡
か
ら
東
へ
約
五
・
五
�
離
れ
た
所
に
伊
藤
田
ホ

ヤ
池
瓦
窯
跡
が
所
在
す
る
。
瓦
陶
兼
業
窯
一
基
、
瓦
窯
二
基
の
計
三
基
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ホ
ヤ
池
瓦
窯
の
右
岸
に
は
踊
ケ
迫
窯
跡
群
が
存

在
す
る
。
こ
の
窯
跡
を
発
見
し
た
前
原
平
三
郎
ら
は
、
検
出
し
た
瓦
等
か

ら
相
原
廃
寺
や
垂
水
廃
寺
へ
供
給
し
た
と
関
連
づ
け
て
い
る
。

七
、
塔
の
熊
廃
寺

下
毛
郡
三
光
村
上
株
に
所
在
す
る
。
遺
跡
は
一
級
河
川
山
国
川
の
左
岸

段
丘
上
に
位
置
し
、
昭
和
六
十
三
年
に
圃
場
整
備
中
に
、
徳
永
新
一
に

よ
っ
て
軒
平
瓦
・
丸
瓦
・
平
瓦
等
が
発
見
さ
れ
、
脚
光
を
浴
び
た
。
そ
の

後
の
発
掘
調
査
に
よ
り
基
壇
状
の
遺
構
及
び
溝
等
が
発
見
さ
れ
、
互
等
は

溝
か
ら
多
く
検
出
し
て
い
る
。

出
土
遺
物
は
須
恵
器
の
ほ
か
、
軒
丸
瓦
、
鬼
瓦
と
多
く
の
丸
・
平
瓦
類

で
あ
る
。
軒
丸
瓦
は
垂
水
廃
寺
跡
の
軒
丸
瓦
と
文
様
形
態
を
同
じ
く
す
る

も
の
で
、
山
国
川
を
隔
て
た
相
互
の
寺
院
関
係
に
興
味
が
持
た
れ
て
い

る
。
瓦
は
複
弁
八
弁
軒
丸
瓦
で
、
外
区
周
縁
に
垂
水
廃
寺
と
逆
回
り
（
右

回
り
）
の
唐
草
文
が
巡
っ
て
い
る
。
瓦
当
径
も
ひ
と
回
り
小
さ
く
な
る
。

ま
た
、
鬼
瓦
は
目
・
鼻
・
大
き
く
開
い
た
口
な
ど
の
鬼
面
の
作
り
は
新
羅

系
の
鬼
瓦
に
類
似
し
て
い
る
。
以
上
の
出
土
遺
物
等
か
ら
、
寺
院
の
創
建

年
代
を
八
世
紀
前
半
代
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

八
、
小
倉
池
廃
寺

大
分
県
宇
佐
市
四
日
市
大
字
上
元
重
に
所
在
す
る
。
遺
跡
は
宇
佐
平
野

南
方
の
丘
陵
地
端
部
に
位
置
し
、
小
倉
池
南
端
の
水
中
に
礎
石
建
物
が

眠
っ
て
い
る
。
渇
水
時
に
は
残
存
す
る
計
八
個
の
礎
石
が
露
出
し
、
基
壇

を
含
む
地
形
等
が
観
察
可
能
で
あ
る
。

発
掘
は
さ
れ
て
な
い
が
、
露
出
し
て
い
る
礎
石
及
び
基
壇
側
石
等
か

ら
、
幅
約
一
二
㍍
・
長
さ
約
一
八
㍍
の
基
壇
規
模
で
、
桁
行
五
間
・
梁
行

四
間
の
四
面
廂
建
物
が
復
元
で
き
る
。
基
壇
周
辺
に
は
瓦
片
が
散
在
し
、

弥
勒
寺
跡
と
同
類
の
複
弁
七
弁
軒
丸
瓦
や
法
隆
寺
系
忍
冬
唐
草
文
軒
平
瓦

等
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。『
太
宰
管
内
志
』
小
倉
山
豊
前
之
十
一
の
項
に

宇
佐
郡
元
重
村
上
古
有
大
伽
藍
則
七
堂
伽
藍
也

云
々

と
あ
っ
て
、
七
堂
伽
藍
が
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
出
土
瓦
等
は

奈
良
時
代
の
も
の
で
あ
り
、
創
建
時
期
は
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
代
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。

九
、
弥
勒
寺
（
弥
勒
神
宮
寺
）

大
分
県
宇
佐
市
宇
佐
神
宮
境
内
に
所
在
す
る
。
宇
佐
神
宮
境
内
の
西
南

隅
に
位
置
し
、
古
文
書
等
か
ら
造
営
年
次
を
追
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

・
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
菱
形
宮
の
東
に
弥
勒
禅
院
を
造
る
。

・
天
平
九
年
（
七
三
七
）
禅
院
を
宮
の
西
に
移
し
弥
勒
寺
を
建
て
る
。

・
天
平
十
年
（
七
三
八
）
金
堂
・
講
堂
を
建
立
す
る
。
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・
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
三
重
塔
一
基
を
寄
進

・
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
東
西
塔
を
建
立

（
後
略
）

建
立
か
ら
東
西
塔
建
立
ま
で
を
記
し
た
が
、
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
に
は

寺
鐘
が
鋳
造
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
に
弥
勒
寺
の
完
成
時
期
を
想
定
し

て
い
る
。

発
掘
調
査
は
昭
和
二
十
九
〜
三
十
五
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
中

門
の
北
に
東
西

両
塔
を
配
し
、

そ
の
北
に
は
金

堂
・
講
堂
が
置

か
れ
る
と
い
う

薬
師
寺
式
伽
藍

配
置
を
と
っ
て

い
る
。
金
堂
跡

は

七

間
×
四

間
、
講
堂
跡
は

九
間
×
四
間
の

東
西
棟
で
あ
る

こ
と
を
確
認
さ

れ
、
講
堂
跡
は

中
世
に
な
っ
て

両
端
間
口
を
一
間
増
や
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
東
塔

跡
は
、
栗
石
積
基
壇
で
一
辺
が
三
九
・
四
五
尺
を
測
り
、
周
囲
に
二
尺
の

石
敷
き
の
雨
落
ち
を
巡
ら
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
寺
域
は
約
五
〇

〇
尺
四
方
が
考
え
ら
れ
、
北
側
に
は
寺
域
を
画
す
る
東
西
溝
が
走
り
そ
の

南
側
に
築
地
が
巡
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

出
土
瓦
は
、
鴻
臚
館
系
瓦
や
虚
空
蔵
寺
跡
か
ら
出
土
す
る
複
弁
七
弁
軒

に
ん
と
う
か
ら
く
さ

丸
瓦
・
法
隆
寺
系
の
忍
冬
唐
草
文
軒
平
瓦
等
が
創
建
時
瓦
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
他
に
百
済
系
瓦
・
複
弁
六
弁
軒
丸
瓦
・
複
弁
十
弁
軒
丸
瓦
な
ど

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

当
寺
の
生
産
瓦
窯
は
尻
掛
瓦
窯
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
窯
跡
は
宇
佐
市

大
字
北
宇
佐
字
尻
掛
に
あ
っ
て
、
鴻
臚
館
式
の
軒
平
瓦
が
一
点
採
集
さ

れ
、
瓦
は
ほ
と
ん
ど
縄
目
叩
き
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
、
法
鏡
寺

宇
佐
市
大
字
法
鏡
寺
字
畑
成
・
屋
敷
に
所
在
す
る
。
遺
跡
は
市
内
中
央

を
流
れ
る
駅
館
川
中
流
域
の
左
岸
微
高
地
に
あ
っ
て
、
早
い
時
期
か
ら
瓦

等
が
発
見
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
き
た
寺
院
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
圃
場
整
備
事
業
に
伴
っ
た
事
前
調
査
で
、
昭
和
四
十
六

年
、
同
五
十
〜
五
十
一
年
に
か
け
小
田
富
士
雄
ら
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
。
従
来
か
ら
の
礎
石
が
原
位
置
を
保
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
手
掛
か
り

は
ん
ち
く

に
掘
り
込
み
事
業
に
よ
る
版
築
基
壇
が
確
認
さ
れ
、
二
棟
の
建
物
跡
が
検

出
さ
れ
て
い
る
。
版
築
基
壇
建
物
は
東
西
一
四
・
六
㍍
×
南
北
一
一
㍍
の

規
模
を
有
し
、
配
置
状
況
か
ら
金
堂
跡
と
判
断
。
も
う
一
つ
の
建
物
は
東

図３―１１ 宇佐・弥勒寺地形図
『九州考古学研究』小田富士雄より引用
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西
約
三
〇
㍍
×
南
北
一
七
㍍
の
規
模
を
有
し
、
礎
石
六
個
が
確
認
さ
れ
身

舎
八
間
×
四
間
の
四
面
廂
建
物
で
、
講
堂
跡
と
判
断
さ
れ
た
。
講
堂
跡

は
、
基
壇
版
築
下
層
か
ら
奈
良
時
代
の
土
器
・
瓦
等
が
出
土
し
た
こ
と
に

よ
り
、
建
替
え
が
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
寺
域
は
西
方
で
検

出
さ
れ
た
溝
及
び
掘
立
柱
列
（
柵
列
）
等
か
ら
、
東
西
一
二
〇
㍍
×
南
北

一
五
〇
㍍
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
建
物
の
配
置

関
係
か
ら
金
堂
跡
の
西
側
に
塔
を
想
定
し
て
お
り
、
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

出
土
遺
物
は
須
恵
器
・
硯
の
ほ
か
多
量
の
瓦
類
が
出
土
し
て
い
る
。
瓦

類
は
、
百
済
系
と
称
す
る
八
弁
単
弁
軒
丸
瓦
、
法
隆
寺
系
の
忍
冬
唐
草
文

軒
平
瓦
、
鴻
臚
館
式
軒
丸
瓦
等
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
等
か
ら

寺
院
は
七
世
紀
末
に
創
建
さ
れ
、
九
世
紀
前
半
ご
ろ
ま
で
存
続
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

野
森
瓦
窯
跡
は
宇
佐
市
大
字
西
大
堀
字
野
森
に
位
置
す
る
。
法
鏡
寺
か

ら
北
東
約
五
�
に
あ
っ
て
、
瓦
陶
兼
業
窯
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
灰
原
部
分
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
百
済
系
の
軒
丸
瓦
や
格
子
目
叩
瓦
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
一
、
虚
空
蔵
寺

宇
佐
市
大
字
山
本
字
経
堂
に
所
在
す
る
。
遺
構
は
宇
佐
市
内
を
流
れ
る

駅
館
川
が
作
り
出
し
た
扇
状
台
地
の
左
岸
に
位
置
す
る
。

本
格
的
な
発
掘
調
査
は
昭
和
二
十
九
、
四
十
六
年
に
実
施
さ
れ
、
そ
の

後
も
継
続
的
に
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
塔
跡
は
心
礎
が
残
存
し
、
径
六

え
ぐ

〇
�
の
柱
座
が
抉
ら
れ
、
周
囲
に
は
礎
石
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
基
壇
寸

法
は
一
辺
一
一
・
五
㍍
の
瓦
積
で
、
八
世
紀
中
ご
ろ
の
瓦
が
基
壇
に
使
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
基
壇
修
復
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い

る
。
講
堂
跡
は
、
基
壇
北
側
の
版
築
と
地
覆
石
列
が
検
出
さ
れ
、
南
前
面

に
は
三
枚
程
度
の
瓦
を
重
ね
化
粧
と
し
た
基
壇
が
検
出
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
規
模
は
一
七
・
五
㍍
×
二
六
㍍
の
大
き
さ
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
塔
跡
の
東
側
で
は
礎
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
中
門
で
は
柱
座
作
り
出
し
の
礎
石
三
個
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
南
門
に
伴
う
溝
や
、
回
廊
と
考
え
ら
れ
る

遺
構
等
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
寺
域
は
一
二
〇
㍍
四
方
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
以
上
の
建
物
状
況
か
ら
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

せ
ん
ぶ
つ

出
土
遺
物
に
軒
丸
瓦
、
軒
平
瓦
、
鬼
瓦
と
多
く
の
丸
・
平
瓦
、
�
仏
が

あ
る
。
軒
丸
瓦
は
、
複
弁
八
弁
と
複
弁
七
弁
軒
丸
瓦
等
の
い
わ
ゆ
る
川
原

寺
系
瓦
の
も
の
と
、
均
整
忍
冬
唐
草
文
軒
平
瓦
の
法
隆
寺
系
瓦
が
セ
ッ
ト

関
係
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
他
に
細
弁
一
六
弁
軒
丸
瓦
や
新
羅
系
唐

草
文
軒
平
瓦
、
大
宰
府
系
の
鬼
瓦
等
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
最
も
注
目
す

べ
き
遺
物
は
�
仏
で
、
奈
良
県
法
華
寺
出
土
の
�
仏
と
同
笵
関
係
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
畿
内
地
方
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
伺

わ
れ
る
。
寺
院
の
創
建
は
七
世
紀
末
ご
ろ
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

生
産
瓦
窯
は
、
虚
空
蔵
寺
瓦
窯
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
地
番
は
宇

佐
市
山
本
で
瓦
専
業
窯
で
あ
る
。
一
九
九
一
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

地
下
式
有
階
無
段
登
窯
で
あ
る
が
、
階
上
部
か
ら
焼
成
部
に
か
け
て
三
本
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の
ロ
ス
ト
ル
施
設
が
約
一
㍍
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
約
六
・
五

㍍
、
幅
一
・
三
㍍
を
測
り
、
小
田
分
類
の
法
隆
寺
系
Ⅰ
式
が
四
点
出
土
し

て
い
る
。

四

各
寺
院
出
土
瓦
と
生
産
遺
跡

古
瓦
研
究
諸
説

九
州
の
東
玄
関
口
で
あ
る
豊
前
地
方
は
、
九
州
の
中

で
も
い
ち
早
く
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
、
朝
鮮
半

島
と
畿
内
地
方
の
文
化
が
導
入
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
節
で
記
し
た

よ
う
に
、
各
寺
院
か
ら
発
見
さ
れ
る
古
瓦
文
様
及
び
技
術
面
に
、
そ
れ
ら

の
文
化
導
入
の
残
滓
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
古
瓦
は
、
以
下

「
朝
鮮
系
瓦
」、「
畿
内
系
瓦
」、「
大
宰
府
系
瓦
」
に
大
別
で
き
、
更
に
細

分
化
さ
れ
る
。

①
朝
鮮
系
瓦
…
…
百
済
系
・
新
羅
系
・
高
句
麗
系

②
畿
内
系
瓦
…
…
法
隆
寺
系
・
川
原
寺
系
・
平
城
宮
系

③
大
宰
府
系
瓦
…
老
司
式
、
鴻
臚
館
式

�１

朝
鮮
系
瓦
に
つ
い
て

朝
鮮
系
瓦
に
つ
い
て
は
小
田
富
士
雄
に
よ
っ
て
論
究
さ
れ
て
お
り
、
近

年
で
は
真
野
和
夫
、
亀
田
修
一
ら
の
私
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

１

百
済
系
瓦

百
済
系
古
瓦
は
京
都
地
域
で
四
寺
院
、
山
国
川
流
域
で
二
寺
院
、
宇
佐

地
域
で
二
寺
院
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
豊
前
地
方
発
見
の
軒
丸
瓦
の
特

ち
ゅ
う
ぼ
う

徴
は
、
中
房
に
一
＋
六
の
蓮
子
を
配
し
、
蓮
弁
は
単
弁
八
弁
で
弁
の
先

か
ん
べ
ん

が
い
え
ん

端
が
反
転
し
、
そ
の
両
側
が
凹
ん
で
い
る
。
ま
た
、
間
弁
は
短
く
、
外
縁

じ
ゅ
う
け
ん

は
一
重
圏
が
巡
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
軒
丸
瓦
は
「
九
州

式
単
弁
瓦
」
と
呼
称
さ
れ
、
畿
内
で
発
見
さ
れ
る
初
期
寺
院
の
単
弁
瓦
と

は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

小
田
は
蓮
弁
の
形
態
を
三
種
類
（
Ａ
〜
Ｃ
）
に
分
類
し
、
Ａ
か
ら
順
次

豊前地方出土の各系統古瓦

寺跡名

各系瓦名

百済系軒丸瓦

新羅系軒丸瓦

新羅系軒平瓦

高句麗系軒丸瓦

法隆寺系軒平瓦

川原寺系軒丸瓦

平城宮系軒丸瓦

老司系軒平瓦

鴻臚館系軒丸瓦

大
分
廃
寺

○

○

天
台
寺

○

○

○

○

菩
提
廃
寺

○

○

椿
市
廃
寺

○

○

○

○

豊
前
国
分
寺

○

○

○

○

○

○

○

上
坂
廃
寺

○

○

○

木
山
廃
寺

○

○

○

垂
水
廃
寺

○

○

○

▲

相
原
廃
寺

○

塔
の
熊
廃
寺

○

小
倉
池
廃
寺

○

弥
勒
寺

○

○

○

法
鏡
寺

○

○

○

○

虚
空
蔵
寺

○

○

○
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